
【抄録】 

の  

小 二

産 の が高まる 、 で の が高まっ いる。 の は、 ギ

な の に が く、 で は が な に限られる。そのため、 れ

まで くの で が見られるの である。 に、 成 し いる は、 に

とっ は であった と られる。 した は、 しなく った を

し によ る とが と られる。そ で、 の を

るとと に、 れまで で た試験結果 ら、 によ る

に い る。 の とし が 数発 る。 の とし

に 本/ a 発 る を に 1,600本/ a に 度 し 径の成長 を る。

の成長 となる の 木を 度 に る。 の によ 、 を

に れ よ 数 く を で る。

（日本 ー・ 2021口 発表）

【抄録】 

UAV  

 用 た の  

田 ・木 1・ 2・ 2・

 3・松 浩 3・長田 3

UAV による らの に い は に し、 が ま あるが、

の を で ない と、 を るための ータ が である とな の

がある。 

らは、第 回 学会（2018）に 、UAV の を した の

に い したが、 間が長く、あま とは な った。そ で の

を UAV に を る とによる 作 を試 、 発した、

による を い 材 木 を る 学 ン ンを る とで、

に ると られる成果を たので る。 

本 は、 ンター ー ン 強 の を

った。 

    （第 11回 学会 口 発表）

石川県 会、 ン ータ、 大学
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【抄録】 

ス の

V した I の

田  

 の が成熟し本 な を る 、 体にお る が し

お 、 の が の となっ いる。 、小 によ ・ 成した

（ 下、UAV ） な によ した が に

で るよ にな 、それらの な の 発が められ いる。 

の と ら、 体 が る を るために、近 認 の

で く が認められ いる 学 を し、UAV を いた

、および を いた材 木 のための AI ン ンと、それを

るための Web ー ン を試作し、 度よ に向 た を した

ので、その と の の 向 に い る。 

本 は、 ンター ー ン 強 の を

った。 

（近  度 ・ 発表 ）

【抄録】 

SfM 用 た の  

田 ・木 1・ 1・ 2・ 2

DCHM を いた の 高 は ・ れ いるが、 の 高 に

い は、 が丸く が に である と ら、 が と ない。 らは、

の本大会におい 、 二 の 木の 面 値と 高を い 、

木の材 および の 木 材本数を るための な数学 を した。 の を

るための ー ン におい 高 を 動 に とを とし 、

UAV-SfM よ 成した DCHM ら 二 の の 高を るための を

したので、 る。

石川県 の 二 6 におい UAV によ D （DSM）を 成した。

の数値 （ 高）を い 高値の および DCHM の 成を い、 ー ー 高 によ

る 高 値との を ま 、DCHM 値と 高との関係 、 ー

ン に る に い 、 した。

本 は、 ンター ー ン 強 の を った。 

（第 133 回日本 学会 ポスター発表）

石川県 会、 ン ータ
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【抄録】

マツモグリカイガラ等吸汁性害虫防除のためのアセタミブリド剤の樹幹注入試験

木 

による は、 の の が く、 の が ない と

し 、 ン の をは め の に いられ め いる。 には、

の の 見られ、 に、 グ は、成 が の で るため、

に の による があるが、 の発 に数回 しな れ ならないので

は め しい。本 は、 タ を成 と る を とし い、 の高

度 試験と 木の グ の 試験を ったので る。

回の結果 ら、 グ ーン の高 度 試験では、 を の高 度に ると

が見られた。 グ 木の 試験では、低 度の５ と ５ で っ

たが、５ では が のために 間が る と 、 が くな 木に を

る が た。 のため、 ５ で が いない と ら、 ５ の が い

く と られる。 に い は、8 EtOH と 16 EtOH を供試したが、 と 、木 の

は認められな った。 、 果の を ら にし、 な を したい。

               （ と 238 ）

【抄録】 

の  

・小川 1

2018 び 2019 に、石川県の 、 に る石川県 ンター

に 試験を した。9 ら 11 までの 間、 を を い、 を した。

では 1回 24 間 、 1 回 12 間 、 の （ ）の を、 ス では 3

回 1 間 、 2 回 1 間 、 の の の を した。また、大 な を

成 るための を るために （  o  m ）を い が

を った。 

では 24 間 び 12 間 では、 び のと ま の で よ

発 が 。 ス では、 3 回 を った で 数は くなったが のと ま

は なくなった。 で、 の で した試験 は 体の 数は な ったが のと

ま は った。 の と ら、 成 に高 、 の に ら れると、

の が しいため 体の 数が る と、 、高 、 下で な は大

いため のと ま が くなる とが れた。 の を るためには の

が となる。 回は 大学が る MRI を い 、 タ の が

し、 で る とが れた。本 の は ンター ー

ン 強 の を った。 に を表 る。 

         （第 24 回日本 の 学会 口 発表）

大学
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【抄録】 

の の  

向  ・  ・ 木 ・小  二  

に が を 、 の な の ら、 の の

が まれ いる。そのよ な 、20～30 とい い 間で木材とし の が見 まれる

が、 とし の の れ いる。し し、 の本 な の

ら日が い と あ 、 、 、 体 に い は な が未 く、試験

元 には れ いない。 

そ で本 では、 の で に ン ンに い 、 である石川県にお る

を る とを に、 び 試験を った。 では、石川県

に る ン ンに い 、 、 を した。 試験では、4 の に

ン ンをそれぞれ 10～45本 し、 とその の関係 を した。本発表では、石川

県にお る ン ンの の の び、成 を に を し、 に

お る を したので る。 

        （第 133回日本 学会 ポスター発表）

【抄録】 

ス から の 用 性の  

 向  ・ 木 1・大本 太 2・ 太 3・ ・ 田  

本 では、 ン に近い 成 を ると られる、 ス ン の に

い ・ した。 

を るための な を るために、 を 、果 、 、 を

し、 を した。また、 ス グ ーで の成 を った。 と

果 らは が れたが、 によっ は 成 が と れな った。成 は ン

と る の あったが、 に と れる成 が認められ、 ン の とし 、

または、 たな とし の があると られた。 

（ 70 ）

石川県 試験 、 EarthRing、 石川県
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【抄録】 

の MITC 度の

の  

二 ・川口 1・ 2・ 3・ 

相川 2・小 太 2・ 1

を るための では、 面 が く し いる で、

面 を し いる ある。本 では、 の いによるく の 果を

るために、 が なる 4 試験 を し、 の MITC 度を るとと に、

材 によっ 本 の を した。その結果、く の MITC 度の 間

は試験 の いに関係なく、 2 間 または 1 日 に ー に し、15日 に

に した。また、本 の は、試験 に ら 高い を し

た。 く 数ながら材 で した は、 に木く が められた で発見 れ、それ

らの は相 に の のに い に作られ いた。 れらの結果 ら、 面および

面 の ら な 果がある とが 認 れた。 

              （日本 学会 103 ）

県 ンター、 ・ 、

・

【抄録】 

法の  

二  

には と れ な ったあめ の作 を し、その作 間を

と る とで作 に い した。その結果、あめ の作 は と

それ であった。あめ では、 あた の 大 材 は よ るが、

面を っ を作った 、 を た とい 作 が となるため、 に を れない

面を る とが まれない で であるとい がある。また、

で スの となる強 による ー のめくれ が は、あめ では に

る とがで る。 の に を る とし る とで、

果 な の に る のと られる。 

              （ 71 ）
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【抄録】 

スギ 材 の材  

松元 浩・石田洋二・ 1・小倉光貴 

スギ に し 高 を を い、 材の材長 向の含 お

よび れの に い した。その結果、材長 向の含 は、 体 に材 ら材

に向 っ る傾向を した。その は材 に向 になる のの、

材 ら 100 m までは の試験体におい 含 の傾 が認められた。 に の含

が 20％ の試験体では、材 と材 の含 が大 い傾向を した。製材の日本

に し 材の 含 を した 、30 体 28 体が含 20％未 と 断 れる結果

となった。木口面に れた れ 長 は、 で れ いる結果と に、材 が

く材 に向 に れ る傾向を した。 

       （第 72 回日本木材学会 口 発表）

（ ）

の の  

二 ・ 木 1・ 田 2

の が 材 の ス に を ら に るために、 2020 7

に な 木 6本の に 強度な を い（ ）、

に 成 れた 成 の 数および産 数を 木 6 本（ ）と

を った。 の 間に 成 れた 数は、 と それぞれ木あ

た 4.7 と 4.0 で、 の は認められな った。 、産 は の で木あた

1.8 成 れ、 の が認められた。 れらの結果、 成熟した ス成 は

ら れる 発 に産 れた が れた。 は成 を産 し、

ン を に る る があるため、本 成 の ン 数が

い を の を とで、 材 の ス を で る

がある。 

              （日本 学会 103 ５ ）

日本 木 会石川県 、 大学大学 学 学

【抄録】 
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【抄録】 

スギ  

の 強度特性 

松元 浩・石田洋二・小倉光貴・ 1 ・長 1・小  1

の断面 のスギ に し なる の 間の高 を

し、材面 れ れの発 に 高 間の を し、 の

による曲げ強度 を した。 

その結果、 

1 断面 に関 ら 、高 間が長くなるに い れは した。 

2 度 120 、 度 0 、 間 18 間の高 に、 度 0 、

度 60 で したスギ の曲げ強度 は、14 間の 材と し

に低下 る のの、 の 製材の 強度をおおむ した。 

スギ に し な高 は断面 に関 ら 、 度 120 、

度 0 、 間 18 間であると 断した。 

          （木材 76 11 ）

（ ）

【抄録】 

石川県産スギ大径材から製材した枠組壁工法用製材の強度特性 

石田 洋二・松元 浩・小倉 光貴

石川県産のスギ大径丸太（末口径 30.7～47.9㎝、材長４ｍ）24 本を供試丸太とし、204 材（断面 38

×89mm）の曲げ試験体および縦圧縮試験体をそれぞれ 112 体、206 材（断面 38×140mm）の曲げ試験体

および縦圧縮試験体をそれぞれ 70 体、210 材（断面 38×235mm）の曲げ試験体および縦圧縮試験体を

それぞれ 30体および 33体作製した。強度試験の結果、曲げ強度の５％下限値は、204 材：23.2 N/mm2、

206材：23.1 N/mm2、210材：24.6 N/mm2 であった。縦圧縮強度の５％下限値は、204 材：28.7 N/mm2、

206材：23.6 N/mm2、210材：26.6 N/mm2 であった。また縦圧縮強度と縦振動ヤング係数の間に高い相

関が認められ、丸太の髄に近い未成熟材を含む材の縦圧縮強度は低くなる傾向が見られた。 

      （第 72 回日本木材学会大会 ポスター発表）
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